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ひもとく㊾

Gai
ゲ

　「陽気な」「快活な」の意味を持つフランス語のGai。

イタリア語の多い音楽用語を取り上げることの多かっ

たこれまでと違って、発音も一言「ゲ」となります。ヴァ

イオリン科の生徒さんの憧れの曲の一つ、ラモーの「ガ

ヴォット」は、ヴァイオリン科指導曲集第６巻に出てき

ますが、このGaiの気分を持った素敵な曲なのです。原

曲は、このジャン=フィリップ・ラモー（1683-1764）

が作曲したオペラ・バレ「栄光の殿堂」の第３幕第４場

に登場する「ガヴォット」。オーストリア継承戦争のフォ

ントノワ戦勝記念としてルイ15世のために作曲された

この作品は、フランスの18世紀宮廷文化や貴族社会を

反映し、その豪華な音楽と美しいバレエは、当時の観客

に大きな感動を与えたと言います。鈴木鎮一先生は、そ

うした雅
みやび

な世界の中にあった明るい作品の「ガヴォット」

を見逃すことなく、ヴァイオリンの練習曲としてライン

ナップ。その慧
けいがん

眼にいつも驚かされます。ニ長調の「ガ

ヴォットⅠ」と二短調の「ガヴォットⅡ」をうまく弾き

わけることで、ラモーの世界を再現してみましょう。

楽譜を開くと、音符以外にも外国の言葉や記号が書かれていますね。
これは作曲者が、その曲を「こう演奏してほしい」としるしたもの。
この演奏記号とよばれている「文字」や「マーク」をさがして調べてみましょう。
今回は、ゲ（Gai）を取り上げます。

ヴァイオリン科指導曲集第 6 巻に登場するラ
モーの「ガヴォット」。冒頭から続く陽気で
快活なメロディラインは、演奏することの楽
しさを実感させますし、何よりもヴァイオリ
ンがよく鳴り、気持ちよく響くでしょう。中
間部のスラースタッカートによる下行音形の
連続は、この曲の見せ場の一つですが、弓幅
をコンパクトに軽やかに演奏したいところで
す。フランス音楽のおしゃれな気分を存分に
味わってみてください。

（発行：全音楽譜出版社）

「ガヴォット」（ラモー）ヴァイオリン科
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ウィンナワルツと違って、バロックダンスの雅な世界、楽しんでみましょう

脳と才能 連載第21 回
酒井 邦嘉
東京大学教授・言語脳科学者

「知ることはやさしい。理論の裏付けがあれば
わかるから。しかし能力は得がたい、
努力なしでは育たないから」

鈴木鎮一先生のお言葉を紹介しながら、その奥
おうぎ

義を科学で考えるという連載です。

才能教育研究会がめざす「才能」には、どのような意味が込められているのでしょ

うか。そしてその才能は、脳のどんな働きに支えられているのでしょう。

『鈴木 鎮一のことば集 ー 心を育てる』　p.47
（公益社団法人才能教育研究会、2018 年）より

酒井邦嘉（さかいくによし）
1992 年東京大学大学院理学系研究科博士課
程修了、理学博士。専門は言語脳科学で、人
間に固有の脳機能を研究している。主著に『言
語の脳科学』『科学者という仕事』『科学とい
う考え方』（中公新書）、『脳の言語地図』（明
治書院）、『芸術を創る脳』（東京大学出版会）、

『チョムスキーと言語脳科学』（インターナ
ショナル新書）、『脳とＡＩ』（中公選書）、『勉
強しないで身につく英語』（ＰＨＰ研究所）、

『デジタル脳クライシス』（朝日新書）。

　先日、共同研究の新たな成果が論
文になりました【マンスリースズキ 
2025.5.1】。ピアノの中級者が新しく曲
を始めるときに、1 週間程度の練習方法
を指定して調べたところ、音源を聴くこ
とから入るほうが、楽譜を読むことから
入るよりも、その曲が正確に把握できる
ことが分かりました。また、参加者をス
ズキの生徒さんに限ると、この違いがよ
りはっきりしたのです。スズキ・メソー
ドの先生方にとっては自然な結果でしょ
うが、科学的に実証されたのはこの論文
が初めてだと思います。
　古今東西のさまざまな音楽では、楽譜
に音の高さや長さが記されるクラシック
音楽のほうが、むしろ珍しいと言えます。
テンポの指定や楽想記号はあっても、絶
対的な強さや微妙なニュアンスをすべて
書き表すことはできません。それなのに、
楽譜から曲を学ぶことが「常識」だと考
える人たちは少なくないのが実情です。
　頭の中に曲のイメージを浮かべられる
のは、脳の「聴覚的イメージ」のなせる
業
わざ

です。実際に音が鳴っていなくとも、
聴覚的イメージを使う時には聴覚野（聴
覚を担当する脳の領域）が働くことが分
かっています。幻聴を感じているときに
も聴覚野が活動することが確かめられて
いて、これらは本当に「頭の中で音が鳴っ
ている」状態なのです。
　今回の論文では、さらに曲の「文脈」（音
のつながりや流れ）を判断する時に、左
脳にある言語野（特に文法を担当する脳
の領域）が主に働くことが明らかになり
ました。また、負荷の高い楽譜で練習し
た場合は、音源を聴いて練習した時と比

べて、右脳の補助が生じることが示され
たのです。読譜では脳も無理をしていた
のですね。
　鈴木先生は、冒頭の言葉の直後に、「こ
れだけは当たり前だとか、これは仕方
がない、と言うような世の中のいろいろ
な常識なるものは、いつの日にか多くの
人々によって再検討されて、常識がひっ
くり返されてゆくものである」とお書き
です（1954 年）。音から曲に入るとい
う鈴木先生の卓見が再検討されて常識が
覆ったのは、共同研究のおかげでした。

◇
　この論文では、同時に進めていた多言
語の脳研究がヒントとなり、興味深い発
見がありました。ピアノ以外の楽器も少
なくとも1年以上、長期的に練習した経
験があるほうが、ピアノだけを練習して
いる場合よりも新たな曲を正確に把握し
やすくなり、言語野を含む左脳が有効に
活用されることが実証されたのです。多
楽器奏者のほうが、楽器の演奏技術を超
えて音楽を深く把握できるためでしょう。
　たとえばヴァイオリンの開放弦やフラ
ジオレット（弦に指を軽く触れるだけで
倍音を出す奏法）の音は、指で弦を押さ
えた音とは音量や音色が違っているとい
うことが、「常識」として片づけられて
しまいがちです。しかし、作曲者が意図
した場合を除き、そのような音の変化は
音楽的に望ましくないと言えましょう。
鈴木先生が指摘されたように、指で弦を
押さえても開放弦やフラジオレットと同
等に美しく響かせるよう努力することが
大切であり、冒頭の言葉のように、「能
力は得がたい、努力なしでは育たないか

ら」ということなのです。
　私がフルートを習い始めて中音域や
高音域の発音に苦労していたころ、先生
がハーモニクス（同じ指使いによる複数
の倍音）を使った練習法を教えてくれま
した。実音がハーモニクスと変わらない
音量や音色で吹けるようになったとき、
正しい音の出し方が身についたように
感じました。ヴァイオリンとフルートで
は発音の原理がまったく違いますが、音
作りの基本や発想はまったく同じだっ
たのです。
　共同研究を通して私は、音楽で自分の
脳を実験台にしようと考えてきました。
ヴァイオリンを小学生のころに習ってい
たのですが、スズキとの共同研究を始め
た頃からヴィオラを熱心に弾くようにな
りました。また、フルートを習い始めて
11 年が過ぎた今年は、先生が代わった
ことを機に心機一転、クラリネットをフ
ランス人の先生から習い始めたところで
す。リードを振動させるクラリネットで
は、アンブシュール（唇の適切な形）や
タンギングがフルートとかなり違います
が、私の脳が柔軟に対応してくれている
ことを日々実感しながら、音楽がさらに
楽しくなっています。

多芸多才は音楽に役立ちます！

49ゲ　Gai

今回は 18 世紀フランスの宮廷文化を象徴する踊りのシーンになります。
添付の写真を参考にしてください。男性はかつらをかぶっているようです。
演奏の楽器奏者たちを描くのは大変ですので、普通の聴衆でいいと思います。
写真は 3組の男女ですが、重なっているところを除き、2組あれば十分です。
陽気で華やいだ感じになれば、と思います。
「ウキウキしてきますね！　Gai の気分が楽しいね！」

斜線で左右を区切り、左はヴァイオリンを弾く女の子、
右はクラリネットを吹く同じ女の子を描いてください。
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